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教育 子育て 住宅

観光地域づくり

地域力を支える体制づくり

持続可能な行財政基盤の確立 ファシリティマネジメントの推進



ありたいまちを考える背景

少子化・高齢化の進行

世帯構成の変化、コミュ
ニティの希薄化

安定した就労が重要

健康で自立した暮らしが社会
保障制度の維持にもつながる

地理的な優位性と高い技術力を
持つ企業等の産業集積がある

介護や環境配慮へのニーズに
より新たな雇用が生まれる

情報技術の発達等により、地域
の魅力を高める情報として編集、
発信が可能

深刻な公害問題を改善させてき
た実績がある

財政状況の構造的な悪化が深
刻な状況

都市基盤や公共施設が次々と
修繕・更新時期を迎える

社会や地域での支え合
いができる環境が必要

互いに交流できる環境が
必要

活動を支える人を育てる
ことが重要

雇用・所得・消費を創出し、ま
ち全体の活力を生み出してい
くことが必要

生活の質を守り、市民の健康、
安全・安心を守ることが必要

活力と魅力のある、住み続け
たい、住んでみたいと思えるま
ちにしていくことが必要

よりよい生活環境の創出に取り
組んでいくことが必要

将来世代に問題を先送りにしな
い積極的な取組が必要

都市基盤や公共施設は、市民
生活の質的な向上をめざした再
配置、維持・更新を進める中で、

機能向上が必要

方向性

安定した仕事に就き、健康を保
ちながら働くことができるまちを
実現することが重要
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